
 

  

参考１ 
 
危険物事故防止基本方針・アクションプランに基づく連携イメージ 

 
 
＜連携体制＞ 

 
☆ 危険物事故防止基本方針・アクションプランに基づき、現場レベルでの有機的かつ具

体的な取組みを推進するためには、地方での官民連携が必要 
 
 
○ 都道府県：「都道府県危険物事故防止連絡会」を設置 

○ 市町村：情報共有化、共通の認識に基づく事故防止対策の推進等を実施 
 
☆ 危険物事故防止基本方針・アクションプランの趣旨を徹底し、共通の認識により効果

的に施策を推進するためには、危険物保安に係る行政機関相互の連携強化が必要 
 
 
○ 全国６ブロックにて「危険物事故防止ブロック連絡会議」を開催 



 

  

＜連携内容＞ 

 
例１ 事故情報の共有化 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
共通的な事故情報とりまとめ 

                    

当該地域に即した事故情報とりまとめ 
 

例２ 地下埋設危険物施設における環境・安全対策（異常時の対応） 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

       

立入検査、違反是

正等に反映 

     

（危険物等事故防止対策情報連絡会） 

○石油精製・流通業界 

 （石油連盟） 

○化学品製造・流通業界

 （日化協、石化協） 

○危険物ユーザー 

 （鉄鋼連、電事連） 

○関係団体 

 （KHK、全危協 etc.）

○研究機関（消研） 

○消防関係行政機関 

 （消防庁、消防機関）

（県連絡会） 

○石油精製・流通業界

  （県石商、石連支部、

石油備蓄 etc.） 

○化学品製造・流通業界

○物流業界 

○危険物ユーザー 

○関係団体 

○研究機関 

 

 

○県消防防災部局 

 
○危険物事業所 
 

事故防止対

策に反映 

○消防機関 

国レベル 地方レベル

県レベル 市町村レベル

各関係機関経由

で周知 
周知 

ブロック連絡会議にてフィードバック 

 
 
 
 
 
 

SS と連携しての

迅速・円滑な対応

 

（危険物等事故防止対策情報連絡会） 

○石油精製・流通業界 

 （石油連盟） 

○化学品製造・流通業界

 （日化協、石化協） 

○危険物ユーザー 

 （鉄鋼連、電事連） 

○関係団体 

 （KHK、全危協 etc.）

○研究機関（消研） 

○消防関係行政機関 

 （消防庁、消防機関）

（県連絡会） 

○石油精製・流通業界

 （県石商、石連支部、

石油備蓄 etc.） 

○化学品製造・流通業界

○物流業界 

○危険物ユーザー 

○関係団体 

○  

○研究機関 

 

 

○県消防防災部局 

 

○危険物事業所（SS）

予防規程等

に反映 

○消防機関 

国レベル 地方レベル

県レベル 市町村レベル 

全体の枠組み

整理＆周知

周

知

ＳＳ用ﾏﾆｭｱﾙ 

作成＆配布 周知 

ブロック連絡会議にてフィードバック


